
令和５年度 第１回豊田市文化財保護審議会 
 
 

日 時  令和５年５月２６日（金） 
午後３時から 

場 所  市役所南庁舎 ５１会議室 
 

次    第 
 

１ 生涯活躍部 美術・博物室⾧あいさつ 

 

２ 会⾧あいさつ   

 

３ 文化財課・博物館準備課の組織体制について        【資料１】 

 

４ 議 題 
（１）諮問 天然記念物の指定解除について          【資料２】 

（２）令和４年度文化財課事業報告について           【資料３】 
   ・文化財施設利用状況事業報告               （別紙１） 
（３）令和５年度文化財課・博物館準備課事業計画について      【資料４】 

５ 報 告 
（１）令和４年度購入資料について                    【資料５】 
（２）豊田市「綾渡の夜念仏と盆踊」保存活用推進協議会の設立について 

 【資料６】 
（３）今後の文化財保護審議会と博物館事業の関りについて   【資料７】 

６ その他 

 



豊田市文化財保護審議会委員名簿 
 
 

任期 令和 3 年６月１日 令和 5 年５月３１日 

番号 氏 名 就任年月日 
新任 
再任 

所 属 等 

１ 
会⾧  

田中 祥雄 
平成 9 年 6 月 1 日 再任 豊田市史資料調査会会⾧ 

２ 
副会⾧  

後藤 嘉寿美 
平成 13 年 6 月 1 日 再任 文化財保存修復学会 

３ 阿部 和俊 令和 元年６月１日 再任 愛知教育大学名誉教授 

４ 岩田 敏也 平成 17 年６月１日 再任 東海工業専門学校講師 

５ 岡本 大三郎 平成 23 年 6 月 1 日 再任 東海民具学会会⾧ 

６ 加藤 真司 平成 19 年 6 月 1 日 再任 中部産業遺産研究会 

７ 北村 和宏 平成 21 年 6 月 1 日 再任 豊田市史資料調査会事務局⾧ 

８ 佐久間 章郎 平成 19 年 6 月 1 日 再任 AT21 倶楽部（足助地区） 

９ 永田 研 令和 元年６月１日 再任 市民公募 

１０ 白鳳 明人 平成 29 年 6 月 1 日 再任 豊田市名木愛護会理事 

１１ 水野 功 平成 19 年 6 月 1 日 再任 挙母祭保存会顧問 

１２ 水野 半次郎 令和 元年６月１日 再任 （合）瀬戸本業窯 代表社員 

１３ 山口 薫子 令和 元年６月１日 再任 市民公募 

１４ 渡邉 健二 令和 ３年 6 月 1 日 新任 豊田市郷土史研究会 会⾧ 

（５０音順） 
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≪豊田市 生涯活躍部≫ ●転入、異動職員 

生涯活躍部 部⾧ ● 八木 健次

美術・博物室 室⾧ ● 森 泰通

≪文化財課≫

■旧郷土資料館 ※（）内は担当名

課⾧ 児玉 文彦 課全体業務【総括】

副課⾧ 梅村 美紀子 文化財業務【総括】、審議会、各種行政計画管理、庁内調整

担当⾧（文化財保護・活用） 久野 雄二 庶務・予算・決算等【総括】、保存会事務【総括】、施設管理事務【統括】、埋蔵文化財【総括】

主査（文化財保護・活用） 川辺 知子 庶務、補助金（保存維持/顕彰会）、施設管理等関連事務

主査（文化財保護・活用） 市澤 泰峰 史跡・名勝・天然記念物、補助金（修理事業）、埋蔵文化財、文化財指定等関連事務

主査（文化財保護・活用） 安藤 由真 埋蔵文化財、国庫補助、建造物、文化財指定等関連事務

■足助分室 電話62-0609 FAX62-0606 豊田市足助町宮ノ後26-2 足助支所内

室⾧ 井上美知代 足助分室業務【総括】

主査 ● 下田 節子
足助伝建地区業務（伝建物現況調査活用検討、補助金、現状変更、学習、団体支援）、庶務等
関連事務

主査 木原 将志 足助伝建地区業務（10周年事業報告書、技術支援）、旧鈴木家住宅工事・部分公開等関連事務

■市史編さん室 電話36-0570 FAX31-0162 豊田市陣中町1-19-1 旧図書館内

室⾧ 伊藤 智子 市史編さん室業務【総括】

主査 纐纈 教恵 市史刊行・庶務等関連事務

≪博物館準備課≫

■博物館準備課 ※（）内は担当名 電話32-6512 FAX34-0095 豊田市陣中町1-21-2 旧郷土資料館内

博物館準備課⾧ 髙橋 健太郎 課全体事業【総括】

博物館館⾧予定者 村田 眞宏 博物館整備事業に係る助言、指導

副課⾧ 鈴木 なつみ 博物館整備事業【総括】

担当⾧（事業企画担当） 倉林 重幸 博物館整備事業（事業活動）歴史系資料整理、収蔵資料管理、学芸業務、パートナー事業【総括】

担当⾧（総務・管理担当） 伊藤 圭一 博物館整備事業（事業活動）、総務、補助金、歌舞伎伝承館運営【総括】

主任主査（事業企画担当） 駒野 雅彦 博学連携事業、歴史体験講座、パートナー事業

主査（事業企画担当） 名和 奈美
博物館整備事業（市民周知）、パートナー事業、民俗系資料整理、企画展、民具資料調査等関
連事務

主査（事業企画担当） 山田 佳美 博物館整備事業（展示・収蔵製作、民家等移築）、古文書調査等関連事務

主査（事業企画担当） 鶴田 博嗣 博物館整備事業（新築工事、備品）、自然系資料整理、あつめるプロジェクト

主査（事業企画担当） ● 永田 悠記
博物館整備事業（新築工事、備品）、補助金、考古系資料整理、企画展、あつめるプロジェク
ト

主査（総務・管理担当） ● 松下 広江 博物館整備事業（管理、備品）、庶務・経理、市民周知、歌舞伎伝承館運営

ﾁｰﾌｴﾃﾞﾕｹｰﾀｰ（博物館準備・学芸） 伊藤 俊満 博学連携事業、博物館整備事業等関連事務

■民芸館 電話45-4039 FAX46-2588 豊田市平戸橋町波岩86-100

館⾧ 都筑 正敏 民芸館・民芸の森業務【統括】

担当⾧ 森 友義 民芸館・民芸の森業務【総括】

主査 青木 弥生 民芸館・民芸の森管理・運営、庶務等関連事務

電話32-6561 FAX34-0095 豊田市陣中町1-21-2 旧郷土資料館内

令和5年度 文化財課組織体制 資料 1



 組織編成と施設所管について 
 

文財課が所属する生涯活躍部の中に、市民活躍室と美術・博物室が設置され、博物館準備
室は、博物館準備課（開館後は博物館（課））となった。 

 
 

●組織編成 
 

局・部 室 課 担当 所管施設

市 部局 市 活躍室
総務・管理

棒の手ふれあい広場
（棒の手会館）

文化財保護 喜楽亭

市史編さん室 旧図書館（文化財倉庫）

城址公園足助城

文化財課
旧松本家 屋 

文化財保護審議会
古瀬間城址公園

曽根遺跡公園

平 橋いこいの広場

平 橋公園

旭郷 資料館

美術館 藤岡 俗資料館

美術館運営協議会 稲武郷 資料館

歌舞伎伝承館

生涯活躍部

七州城跡公園・隅櫓・  亭

 芸館

 芸館  芸の森

博物館準備課 総務・管理  助資料館

博物館運営協議会 事業企画 足助中馬館

その他文化財施設

美術・博物室 足助分室 旧鈴 家住宅
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令和５年５月２６日 
豊文財発第２５２号 

 
豊田市文化財保護審議会 
会 ⾧ 田 中 祥 雄 様 

 
                        豊田市⾧ 太田 稔彦   
 
 

 豊田市指定文化財の指定解除について（諮問） 
 
 

みだしのことについて、豊田市文化財保護条例第３４条第 6 号の規定に基づ
き諮問します。 
 

記 
 
 
 

天然記念物         御作のサザンカ（１樹）      
                御作町正野平２６２   
                水野 正勝  所有 
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資料　２ 議題（１）諮問　天然記念物の指定解除について



指 定 解 除 調 書（御作のサザンカ） 
種  別 天然記念物 

番号･指定(諮問)日 令和５年５月  日諮問 指定日 昭和６０年３月２日 
名  称 御作のサザンカ（みつくりのさざんか） 
員  数 １樹 
規  模 樹 齢  約２７０年 

樹 高  ５．５ｍ 
幹 周  ２．３２ｍ 
枝 張  東２．３ｍ南５．７ｍ西４．４ｍ北２．３ｍ 

所有者・所在地 水野 正勝（個人） 
豊田市御作町正野平２６２番地 

経  緯 令和３年１０月４日、所有者より落葉が目立つと連絡あり。 
同日、文化財課が２／３程度の落葉を確認。 
所有者からの聞き取り内容は次のとおり。 
・夏から極端に湧き水の水量が減少（水道が変わった） 
・落葉は急に始まった 
１／３の葉は残っており、水やりをして様子を見るよう依頼。 
１２月１６日、花が咲いている状態を確認（１／３程度） 
令和４年５月１３日、樹木医と共に状況確認。 
・樹冠南側が水をあげておらず、枯死している（寿命） 
・樹冠北側は樹皮から水をあげており、かろうじて生きている 
・夏の日照りで枯死する可能性は大きい（処置できない） 
９月１６日、所有者からすべて落葉したと連絡あり。 
同日、文化財課が現場確認。 
１０月１３日、樹木医と共に枯死の原因を調査 
・幹の腐朽が進行し、養水ができなくなった 
・渇水や日照りによる乾燥 
※寿命による枯死 

解除理由 枯死 
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（参考）現況写真 

令和 3 年 10 月 4 日撮影  全体の２／３が落葉 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年４月 25 日撮影  全体が枯死 
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令和４年度 文化財課事業報告 

◆文化財保護 
（１）文化財等保存維持・修理補助 

・有形文化財保存修理      ３件（猿投神社不動明王立像・隣松寺消防設備・
足助八幡宮消防設備） 

・有形民俗文化財保存修理    ４件（挙母喜多町の山車幕・挙母中町の山車梶棒・
挙母南町の山車螺鈿柱・足助西町の山車格
子） 

・史跡名勝天然記念物保存整備  ４件（下山白山神社のスギ・旭押井のケヤキ・旭
槙本のイチョウ・藤岡下川口のイチョウ） 

・文化財保存施設整備      1 件（挙母神明町の山車蔵） 
・有形民俗文化財保存維持   １４件（申請１６件のうち取下げ２件） 
・無形民俗文化財保存維持   ２６件（申請２７件のうち取下げ１件） 
・伝統的郷土芸能保存維持   １６件 
・伝統的郷土芸能保存修理    ２件（中根神楽保存会巫女舞衣装・霧山囃子保存

会提灯） 
・郷土の先人顕彰活動      3 件 

総数７３件 

（２）史跡・名勝・天然記念物等の保護・活用 
【工事・修理等】 

   ・百々貯木場土砂撤去、樋門スクリーン設置及び支障木伐採 
   ・大給城跡入口階段修理及び駐車場増設 
   ・市場城跡トイレ修理及び雷被災木伐採 
   ・足助城西の丸櫓屋根葺替 
   ・稲武郷土資料館スロープ修理 
   ・旧龍性院庭園支障木伐採 
   ・杉本の貞観スギ大枝伐採及び傾斜計測 

【その他】 
   ・ニホンカモシカ滅失個体対応 69 件 

令和 3 年度 80 件／令和 2 年度 51 件／令和元年度 45 件 

（３）埋蔵文化財の調査・整理  

【本調査】1 件（令和３年度 1 件） 
遺跡名 所在地 調査理由 調査面積（㎡） 主な成果 

鶏石 1 号窯 田籾町 緊急調査 800 中世の窯跡 
計 800 （令和 3 年度 35 ㎡） 

 
【試掘･範囲確認調査】11 件（令和 3 年度 5 件） 
菖蒲田遺跡・水汲遺跡・中垣内古屋敷跡等範囲確認調査 ほか 

【工事立会調査】74 件（令和 3 年度 73 件） 
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議題（２）令和４年度文化財課事業報告　
資料　３



 

【手続等】 
・埋蔵文化財の有無照会 596 件（令和 3 年度 575 件） 
・発掘届出（93 条・94 条）132 件（令和 3 年度 102 件） 

【報告書作成】 
・北貝戸遺跡・舞木廃寺 

【発掘調査報告書等刊行】 
・『北貝戸遺跡』第 89 集 
・『令和 3 年度市内遺跡発掘調査事業概要報告書』 

 
◆足助伝建まちづくり事業                                   
（１）足助伝建地区の修理・修景事業 
  ・伝統的建造物群保存地区保存審議会の開催（７月） 

・修理・修景事業実施 （１件）補助額 19,521 千円 
・現状変更行為許可（28 件） 

（２）足助の町並み活用 
 ・足助伝統的建造物群保存地区保存会の活動（4 回） 

・「足助の町並」を活用した学習の実施 
  足助小５回・参加者数 147 人、他地区土橋小・参加者数 60 人  
  足助高校による町並みスタンプラリー支援（前山小、中金小 153 人参加 ）  

  ・足助町並みサポーター活動（６回） 

（３）足助伝統的建造物群保存地区防災対策整備 
  ・防災部会開催（６回） 防災訓練（9 月 4 日）、文化財防火訓練参加（1 月 29 日） 

（４）町並み情報発信 
・「足助伝建かわら版」発行（４回）、伝建かわら版編集委員会の開催（8 回） 
・足助伝建フェイスブックの更新（9 回）＊フォロワー数 764 人（前年比 92 人） 

（５）旧鈴木家住宅の保存整備と活用 
・旧鈴木家住宅公開（8 回 29 人） ＊コロナ対策のため１回定員 5 名で実施  
・旧鈴木家住宅修理記録映像製作 
・旧鈴木家住宅保存修理・防災・活用工事実施に向けた文化庁現地指導（7 月、３月） 

  ・旧鈴木家住宅保存修理  第５期工事（令和２年度 ４年度） 
               第 6 期工事（令和 4 年度 6 年度） 
   ・旧鈴木家住宅防災対策工事 第 1 期工事（令和３年度 ４年度） 
   ・旧鈴木家住宅活用整備工事 第２期工事（令和 4 年度 5 年度） 
    
◆市史編さん事業  
（１）『総集編』編集 
   事典項目２，５９７の選定と内容調整。編集作業実施。 

（２）専門委員会 
・第 58 回（6/5）、第 59 回（9/４）、第 60 回（12/4）、第 61 回（３/５） 
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（４）部会の主な調査等 
・総集編部会    考古班／古代・中世班／民俗班／建築班／美術工芸典籍班／ 

自然班単位で事典項目・図表・原稿執筆。原稿調整・入稿 

（５）市史編さん事業の周知・啓発 
・『豊田市史研究』の刊行（第 1４号）600 冊 1 冊 1，３00 円。 
・「新修豊田市史だより」の刊行（第３０号 8 月・第３１号 2 月）各 1,800 部 
・ 市史講座の開催（３回１９３人） 

（６）その他 
・市史調査資料マイクロフィルムのデジタルデータ化等実施 
・『地図でみる近代の豊田』６００冊刊行。 1 冊１，９００円。 
 

◆郷土資料館事業 

（１）民具整理・調査関係 
旧図書館（児童閲覧室）・棒の手会館 1 階収蔵庫資料整理 台帳作成・整理収納完了 

（２）豊田市郷土資料館の展示・講座・入館者数 
・豊田市郷土資料館 令和４年度（4/1 9/30）入館者数 6,102 人 
 ※令和４年９月 30 日閉館 

（令和３年度入館者数 10,550 人／令和２年度入館者数 8,692 人／ 
令和元年度入館者数 10,608 人） 

     ・こども向け体験企画 
令和４年度 春 264 人、夏 2,704 人、冬 135 人 計 3,103 人 

※ ⾧期休暇期間にあわせ 3 回 
※ 冬期、春期については、こどもデーとして２日間開催 

・体験講座 
令和４年度（まが玉づくり、化石を取り出してみよう 合計 101 人） 

・よろいを着てみよう 
令和４年度 79 人 

（３）文化財施設利用状況 
〔別紙１〕参照 

（４）とよた歴史マイスター事業 
豊田市域の歴史・文化財について学び、関心を持ち、伝える活動を行う人を    
「とよた歴史マイスター」として認定し、活動した。 
・既認定者 70 人 ・活動参加者数 延べ 43 人 
・マイスターが支援した博学連携への参加者 3,170 人 

令和 4 年度 既認定者 70 人 ・活動参加者数 延べ 43 人 
博学連携参加者数 2,077 人 
 

（５）資料等貸出し等利用件数 
・他館・機関への資料貸出し  10 件 

12



 

・写真貸出し               132 件 
・資料閲覧                    35 件  

（６）郷土学習スクールサポート 
・スクールサポート 372 校 30,870 人の小中学生が利用 
 

年度 資料館 遺跡見学 出前 貸出 総計 

R４ 
7 校 85 校 142 校 145 校 372 校 

199 人 4,051 人 10,009 人 16,810 人 30,870 人 
 

年度 資料館 遺跡見学 出前 貸出 総計 

R３ 
11 校 54 校 140 校 98 校 303 校 
337 人 3,599 人 8,322 人 11,805 人 24,063 人 

R2 
9 校 18 校 86 校 128 校 241 校 

283 人 658 人 4,675 人 14,565 人 20,181 人 
・とよた歴史マイスターサポート活動 27 件 43 人実施（2,077 人の小中学生が利用） 
・博物館の学校活用ガイド（教員向け）発行 

 
 
◆近代の産業とくらし発見館事業 
（１）施設管理業務 

・令和４年度入館者数   10,514 人 
 ※令和５年３月 31 日閉館 
 

（２）近代の産業とくらし発見館の運営 
・令和４年度企画展「まゆまつり 2022 とよたの養蚕製糸遺産 」 

（4/20 7/３） 1,890 人 
・令和４年度企画展「ありがとう発見館―17 年のあゆみー」 

（2/11 3/31） 1,890 人 
・展覧会ギャラリートーク ４回 
・ものづくり講座 「まゆ花ドーム」等 
・ものづくり体験 「えと絵馬」等 
・ぶらコロモ 年 4 回開催  

（名木めぐり編、路地めぐり編、グルめぐり編、運気アップ編） 
 
◆民芸館事業 
（１）施設管理業務 

・民芸館・陶芸資料館 入館者数 46,338 人※ 
令和３年度 25,345 人         
令和２年度 19,330 人 
 ※ 令和 4 年度から 3 館すべての入場者を合算する積算方法に変更 
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・民芸の森 入館者数 21,708 人 
令和３年度 19,974 人 
令和２年度 16,242 人 

・平戸橋いこいの広場・平戸橋公園（指定管理） 利用者数 81,294 人 
令和３年度  78,572 人 
令和２年度  64,524 人 

（２）民芸館の運営 
①展覧会開催事業 
・企画展「新収蔵品展」（第１民芸館） 

    （ 5/29）令和 3 年度分 51 日間 2,002 人 
（関連企画 ギャラリートーク、絞り染め体験） 

同時開催「館蔵 手仕事の優品展」（第２民芸館）2,273 人 
・企画展「雑誌『工藝』の美」（第 1・２民芸館） 

（6/7 8/28）73 日間 5,253 人 
（関連企画 ギャラリートーク２回） 

・特別展「藍染の絞り 片野元彦・かほりの仕事」（第１・２民芸館） 
    （9/13 12/4）74 日間 2,818 人 
     （関連企画 講演会、藍染め絞り体験、ギャラリートーク、関連商品の販売） 

・特別展「全国の郷土人形－祈り・願い・美しさのかたち」（第１・２民芸館） 
    （1/21 5/7） 2,118 人 ※３月末現在 60 日間 

（関連企画 講演会、絵付け体験、ギャラリートーク、関連商品の販売） 
・第３民芸館Ｂ展示室展示開催事業（民芸館ギャラリー） 

「講座作品展」ほか 6 回 
②講座開催事業（申込数） 

・穴窯陶芸           201 人〔122 人〕 ＊〔〕は令和 3 年度 
・ガス窯陶芸（土、日曜日）    81 人〔105 人〕 
・絞り染め（初級、上級、藍染）  73 人〔74 人〕 
・染織（初回、初級、上級）     65 人〔83 人〕 
・トンボ玉教室（初級 上級）  68 人〔100 人〕 
・挙母木綿（初級、中級、上級）  47 人〔64 人〕 
・１日体験教室          384 人〔504 人〕 

桜まつり・穴窯陶芸(2 回)・ガス窯陶芸(7 回)・絞り染め(2 回)・裂織(2 回)・
トンボ玉(2 回) 

・民芸体験           125 人〔91 人〕 
穴窯陶芸（6 回）、狛犬づくり、ハンカチ染体験、しめ縄作り 

・団体利用          342 人〔244 人〕 
穴窯陶芸１件、ガス窯陶芸 2 件 絞り染め 4 件 呈茶２件、見学２件 

③資料等貸出し等利用件数 
・外部施設等への資料貸出し １件〔２件〕 

  ④その他 
   ・『豊田市民芸館だより』の刊行（第 33・34 号） 

14



 

（３）民芸の森の運営 
①企画運営会議の開催 ３回 
②NPO 法人民芸の森倶楽部の運営及び支援 

・正会員 14 人、協力会員 7 人、賛助会員１人（R4 年度） 
・活動報告 運営委員会（定例会）10 回 

連絡調整会議（民芸館との報告、意見交換の場）12 回 
③民芸の森普及事業 

・NPO 法人民芸の森倶楽部連携（協働）事業  
  初夏、森のてざわり（5/15）約 500 人 ※令和元年度以来の開催 

観月会（10/8) 400 人〔486 人〕 
青隹談義（2/25）24 人〔37 人〕 
ボランティアガイド（団体 予約受付）6 月から再開 4 回 32 人  

他イベント時実施 
・体験ワークショップ「貼り絵でミニ鯉のぼりを作ろう」始め 9 回 611 人〔694 人〕 
・講座等 ギャラリートーク等 ４回 38 人〔３回 28 人〕 
・森のアート展「野田宗憲陶芸作品展」始め２回〔３回〕 
・その他コレクション展 2 回〔1 回〕 

（４）伝統芸能開催事業 
・民俗芸能祭（4/１）会場 平戸橋いこいの広場（平戸橋桜まつりと同日開催）〔90 人〕  

（５）友の会事業（令和４年 12 月 31 日をもって閉会（閉会時点の会員数 54 人））〔54 人〕 
・友の会通信発行（3 回／116 118 号） 
・閉会に伴う記念品進呈事業及び情報郵送サービス（有料）の開始 

（６）地域連携事業 
・平戸橋桜まつり（4/２） 

  ＊民俗芸能祭と同日開催〔6,000 人〕※過去最多 
   ・桜ウィーク（3/19 4/3）スタンプラリー景品交換数 69 個〔105 個〕 
   ・新緑ウィーク（4/23 5/8）スタンプラリー景品交換数 56 個〔23 個〕 
   ・紅葉ウィーク（11/12 27）スタンプラリー景品交換数 55 個〔90 個〕 
   ・新春ウィーク（1/7 22）スタンプラリー景品交換数 23 個〔84 個〕 

・秋の勘八峡紅葉ウオーキング(11/20) 197 人〔201 人〕 
 

◆博物館整備事業 

（１）収蔵資料等修理 
   ・市指定文化財 水汲遺跡出土土器等修理 

（２）博物館建設 
・（仮称）豊田市博物館新築工事（令和 3 年 12 月 ） 
・（仮称）豊田市博物館展示・収蔵環境等製作（令和 3 年 12 月 ） 
・（仮称）豊田市博物館園路整備工事（令和 4 年 9 月 ） 
・旧平岩家住宅・土蔵移築工事（令和 4 年 9 月 ） 

15



 

   ・市民周知イベント出展（4 件 1,068 人）  
   ・市民周知イベント「第 3 回 みんなでつくる博物館」開催 

（市民文化会館ほか 令和 5 年１月 29 日 1,786 人） 
   ・標本あつめるプロジェクト延べ参加者（28 回 294 人） 
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１ 
 

令和５年度 化財課 事業計画 

◆重点目標 
【令和４年度】 
（求める状態・成果） 

【令和 4 年度末のミライのフツー】 
・（仮称）豊田市博物館整備が着実に進み、開館にむけた取組が市民を巻き込み行われ、

博物館の目指す姿が広く市民に周知されている。 
【令和６年度末のミライのフツー】 
・開館後 1 年を経過した博物館を拠点に、市民とともに本市の歴史・文化・自然が継

承され、価値や魅力が発信されている。 
・「歴史・文化への誇りや愛着を持つ市民の割合」【市民意識調査】の向上（目標値 

50％以上）。【令和３年度末のミライのフツー】 
※「ミライのフツー」とは、豊田市独自のキャッチフレーズで「めざす姿」という意味を象徴的に表

している。令和２年度末のめざす姿及び、博物館が整備された後のめざす姿を設定し令和２年度の
取組を進めてきた。 

 
 

（取組成果） 
・博物館の本体工事等が着実に進み、開館に向けた事業活動の整理や組織体制等につ

いて整理することができた。 
・また、地域資料館のあり方についても再構築し、地元説明や代替展示施設である交

流館等との調整を進めることができた。 
・閉館した郷土資料館や近代の産業とくらし発見館では、多くの方に来場いただき、

割引価格による図録等の既刊図書の販売も好評であった。 
・その他、第 8 次総合計画等の指標である「主要文化財施設の総入館者数」は、新型

コロナ感染拡大による活動制限の緩和もあり、令和３年度より入館者が増えた施設
が多かった。 

・まとめとして、社会情勢の変化等の影響を受けながらも（仮称）豊田市博物館や足助
地区の旧鈴木家住宅の整備に向け、設計、工事等を着実に進めることができた。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

文化財課調べ 

目標値 
50.0 
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２ 
 

【令和５年度】 
（１）目標「郷土の歴史・文化・自然への愛着や誇りを育むための事業推進」 

（背景・経緯） 
・多様な自然・文化的特性の源流となる本市の成り立ち、育まれてきた歴史・文化・

自然を守り、育て、継承することが重要である。 
・その価値を共有する取組を進め、ふるさとへの愛着や誇りを高めていく必要がある。 

（求める状態・成果） 
【令和５年度末のミライのフツー】 

・文化財保存・継承のため、民俗芸能団体等の担い手不足や史跡、天然記念物等の文
化財所有者が抱える課題を可視化し、市民と共有する。 

【令和６年度末のミライのフツー】 
・文化財の価値や魅力が共有され、保存・継承のための緊急的対応が柔軟に行われ、

地域で文化財を守り、伝える活動が広がっている。 
・「歴史・文化への誇りや愛着を持つ市民」の割合【市民意識調査】の向上（目標値 

50％以上）。 
（２）取組内容 

①歴史や文化財の保存・活用と価値や魅力の発信 
・ユネスコ登録「綾渡夜念仏と盆踊り」への活動支援 
・「百々貯木場」の国指定に向けた調査と取組検討 
・棒の手会館展示室リニューアルに向けた調査 
・開発等による緊急的な埋蔵文化財等への対応 
・旧龍性院庭園や貞観杉等個人所有の文化財への緊急的対応と整備方針の整理 
・地域や関係団体と連携した時宜にかなった文化財の魅力発信 
・ミュージアム連携会議を通じた連携取組の検討と一体的な広報の試行的実施 
・文化財保存活用地域計画の策定に向けた庁内調整 

 
②市史編さん事業の完了と調査成果の継承 
・『新修豊田市史』総集編の刊行と配本 
・市民参加型による市史完成記念イベントの開催 
・博物館での活用を見込んだ市史調査成果情報の整理 
・総集編（事典）テキストデータの検索データベースなど活用方法の検討 
・資料の整理と市内に伝わる古文書等の散逸を防ぐ取組の継続 

 
 ③足助の町並み整備と旧鈴木家住宅保存活用 

・伝健地区修理修景事業の実施と魅力発信 
・令和 6 年度以降の伝統的建造物の計画的な整備の検討 
・旧鈴木家住宅の全面公開に向けた保存修理、防災対策、活用整備工事の実施 
・旧鈴木家住宅部分公開の準備と開館事業の実施 
・公開後の市民共働による試行的事業の企画と実施 
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３ 
 

◆主な事業計画 
（１）文化財事業 

①文化財の保存維持・修理（補助事業） 
・保存維持事業補助団体６１件 
（有形民俗１６件・無形民俗２５件・伝統的郷土芸能２０件） 
・郷土の先人顕彰事業補助団体３件 
・保存修理事業１２件 
（守綱寺太鼓堂修理、平井町山車車輪、猿投神社不動明王、六所神社消防設備設置 

等） 
 
②指定文化財等に関する学芸業務 
 ・個人所有の指定文化財等の管理や調査に関する支援 
 ・所管施設（松平郷館、棒の手会館等）の展示管理 
 
③史跡・名勝・天然記念物の保護・整備等  

・埋蔵文化財業務 
埋蔵文化財照会（令和 4 年度実績 596 件）、報告書作成（北貝戸遺跡等） 

 市場城測量調査（発掘調査は令和６，７年度実施） 
・民俗文化財（有形・無形）の保護・継承支援 
  綾渡の夜念仏と盆踊りユネスコ登録支援 
・カモシカ対応（令和 4 年度実績 死体検死 69 件、生存通報対応 30 件） 
・百々貯木場国指定申請 
・杉本の貞観スギ樹勢（傾斜）調査 
・稲武地区橋梁群の登録文化財申請支援 
・その他建造物・登録文化財の整備、維持管理支援 
・市民相談案件への助言や支援 

 
④文化財施設の適正管理  

・文化財施設・史跡の維持管理 
個別資料館（松平郷館・旧松本家・旧郷土資料館・発見館）、文化財倉庫２か所 
史跡公園等40か所（曽根遺跡公園・丸根城址公園・豊田大塚古墳等） 

・棒の手会館リニューアル調査の実施 
   

⑤指定管理施設の適正な管理運営 
 ・棒の手ふれあい広場、喜楽亭 
 
 

（２）足助伝建まちづくり事業  
①足助伝建地区の制度運用の促進と周知 

・足助伝建地区の修理修景補助事業の実施 
・伝統的建造物現況調査結果の活用検討 
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４ 
 

・スクールサポート・町並み学習事業の実施 
③旧鈴木家住宅保存整備推進と情報発信 

・保存修理工事、防災対策工事、活用整備工事の実施 
・令和５年８月４日（金）部分公開開始 
・旧鈴木家住宅修理工事等映像記録作成と公開 

 
（３）市史編さん室事業 

①刊行市史 
 令和５年６月配本予定『総集編』（事典・年表・図表） 

    
②部会の主な調査・活動等 

・総集編部会   事典原稿確認。 
（考古班／古代・中世班／近世班／近代班／現代班／民俗班／ 

建築班／美術・工芸・典籍班／自然班ごとに活動） 
 

③市史編さん事業の周知 
・市史完成記念イベントの開催 
・市史だより 特別号の刊行 
 

④その他 
・市史で調査した資料・成果情報を整理 
・資料整理の継続と調査体制の移管 
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５ 
 

令和５年度博物館準備課事業計画 
◆重点目標 
【令和 5 年度】 
（１）目標「（仮称）豊田市博物館開館に向けた取組の推進」 

（背景・経緯） 
・多様な自然・文化的特性の源流となる本市の成り立ち、育まれてきた歴史・文化・

自然を守り、育て、継承することを目的に博物館が令和６年春に開館する。 
・博物館の市民への周知と共に、博物館・民芸館・美術館・髙橋節郎館の効率的な施

設運営や学校との連携強化を行う必要がある。 

（求める状態・成果） 
【令和５年度末のミライのフツー】 

・博物館・民芸館・美術館・髙橋節郎館の連携体制づくりが進んでいる。 
・（仮称）豊田市博物館の令和 6 年 4 月開館にむけ、準備が完了している。個人、団 

体、企業のパートナーが博物館事業に参加する体制が整い、活動に参画できている。 
【令和８年度末のミライのフツー】 

・博物館・美術館への来館者の多くが文化ゾーン内を回遊し民芸館への往来も増えて 
いる。 

【観覧者／施設総利用者数目標】博物館 90,000 人／168,250 人 R4.６経戦資料
（R6R7 想定平均） 民芸館等 50,000 人／75,000 人 

    美術館・髙橋節郎館 180,000 人／250,000 人 
・「歴史・文化への誇りや愛着を持つ市民」の割合【市民意識調査】の向上（目標値 

55％以上）。 
・開館から３年を経て、市民とともに本市の歴史・文化・自然が継承され、価値や 

魅力が発信されている。 
・パートナーの取組が、観覧者や利用者、新たな活動者への呼び水になりつつある。 

 
（２）取組内容 

１ 博物館整備工事や民芸館部分改修等の推進 
① 建物、外構工事及び常設展示施工実施 
② 旧平岩家・土蔵等移築やEV充電器の設置実施 
③ 初度備品の導入 
④ 展示資料修復と複製作成 
⑤ 工事を始めとした地元調整と関係構築 
⑥ 文化ゾーン内回遊サイン工事等との連携 
⑦ 民芸館内装及びサイン改修など実施  

２ 博物館・民芸館・美術館・髙橋節郎館の連携 
① ミュージアム連携会議を通じた連携取組の検討と一体的な広報の試行的実施 
② 博学連携学習プログラムの試行的運用開始 
③ 施設管理、運営部門の連携方法の検討 

３ 展覧会事業や市民共働による魅力創出 
① 民芸館開館 40 周年記念展（特別展「沖縄の美」「河井寛次郎展」）や中馬館等
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６ 
 

展覧会開催 
② 令和６年度以降の博物館企画展開催準備 
③ 博物館個人・団体等パートナー募集と活動開始 
④ 民芸の森等での市民・団体との共働事業の実施 
⑤ 広告事業や HP、SNS を通じた PR の実施 

４ 博物館・民芸館の運営体制の構築 
① 博物館条例及び民芸館条例の制定及び施行 
② 博物館ショップカフェ等の運営業者選定 
③ 民芸館等４施設を包括した指定管理制度準備 
④ 足助資料館等の地域の歴史継承拠点の再構築 
⑤ 旧鈴木家部分公開開始に伴う展示企画等支援 
⑥ 市史完成記念イベント支援 

 
◆主な事業計画 
（１）新博物館開館に向けた取組  

・整備工事の完了、備品類の発注 
  ・常設展示等作業 
  ・施設運営管理業務委託の発注 
  ・開館広報 
  ・企画展開催準備 
  ・博学連携委員会開催等による、博学連携事象の準備。スクールサポート事業。 
  ・博物館パートナーの募集 
 
（２）地域資料館等の事業 

・施設の再構築（展示機能の一部移転と館の閉館）に向け文化財施設条例の改正 
・閉館施設資料の地域内での一部展示の実施（足助、旭） 
・歌舞伎伝承館の運営（指定管理） 
・足助中馬館での展示 

 
（３）民芸館事業 

①民芸館の運営 
ア 展覧会開催事業 
 ・企画展「全国郷土人形」展（2/8 5/7） 
 ・企画展「（仮）柳宗悦と愛知の民藝」展（7/1 9/24） 
 ・特別展「（仮）沖縄の美」展（民芸館開館 40 周年事業（特別協力 日本民藝館）） 

（10/7 12/3） 
・特別展「（仮）河井寛次郎」展（民芸館開館 40 周年事業）（12/16 3/10） 
 
・民芸館ギャラリー展示 （第 3 民芸館） 
① 講座作品展 （2/21 5/21） 
② バーナード・リーチの訪れた窯 展 （５/27 ７/30） 
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７ 
 

③ みんなの作品展 （8/6 ８/27） 
④ ちゅらさん沖縄展 （９/2 11/26） 
⑤ 郷土玩具展 干支と辰 （12/２ 2/４） 
⑥ 講座作品展 （2/20 5/19）  

 
イ 講座開催事業 

・ガス窯陶芸、穴窯陶芸、絞り染め、染織、とんぼ玉の連続講座 
・気軽に陶芸体験「初めてのやきものづくり」、窯焚き陶芸体験などの体験講座 

②民芸の森の運営 
  ・NPO 法人民芸の森 楽部連携（共働）事業 

初夏、森の手ざわり（５月 21 日）、観月会（10 月 28 日予定） 
・体験ワークショップ、講座、本多コレクション展示、森のアート展（随時） 
・民芸の森企画運営会議（３回）、NPO 法人民芸の森倶楽部の運営及び支援 

③民芸館広報普及活動 
・豊田市民芸館だより発行（2 回）、豊田市民芸館講座案内発行 
・関係機関他へチラシ・ポスター等配布（特別展・企画展、各種講座等） 
・ホームページでの情報提供、各種講座等申込受付 

 ⑤地域連携事業 
・勘八峡紅葉ウオーキング（11 月） その他随時調整のうえ実施予定 
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令和４年度 資料の購入について 
【郷土資料館】 

 作品名 作者／年代 点数 購入価格 

１ 
日新真事誌 
※斎木貴彦関係資料 

斎木貴彦編／明治８
年 

１点 ６３，０００円 

２ 
岸田吟香年賀状 
※岸田吟香関係資料 

岸田吟香／明治 13
年 

１点 ７２，０００円 

３ 
杉浦忠ほか下敷き 
※杉浦忠関係資料 

森永乳業株式会社／
昭和 35 年頃 

１点  ２，１２０円 

４ 
『アサヒグラフ』第１６巻第６
号・７号（部分） 
※岸田吟香関係資料 

朝日新聞社／昭和６
年 １点  １，６５０円 

５ 挙母市及西加茂郡郷土地図 
西加茂郡（挙母市）
郷土研究会編／昭和
26 年 

１点 １，９４０円 

６ 
「精錡水」引札 
※岸田吟香関係資料 

明治期 
１点 １５，５１０円 

７ 
行書七言幅 
※岸田吟香関係資料 

秋山白巌（碧城）／
昭和 11 年 

１点 ４，２００円 

８ 公訴荷之口一條記写本４冊揃 
小出権右衛門／弘化
２年 

１点 １５０，５２０円 

９ 
土師清二草稿 
※岸田吟香資料 

土師清二／昭和期 
１点 ３３，８７０円 

10 
『手紙雑誌』第２巻第６号 
※岸田吟香関係資料 

明治 38 年 
１点 ２,７１５円 

11 
岸田劉生宛梅原龍三郎書簡 
※岸田吟香・劉生関係資料 

梅原龍三郎／大正
12 年 

１点 １００，５２０円 

12 御絵伝指示図 天明３年 １点 ２１，０００円 

13 妙好人伝 第一 三編 明治期 １点 ４，２００円 

14 尾張国古図 昭和期 １点 ２，１００円 

15 十一面観世音菩薩像 木版刷 
三州生駒山小馬寺／
幕末 明治期 

１点 ２，１００円 

16 
神職会ニ関スル書類、郡神（郡神
職会）雑書綴 

岡田新作／大正１３
 昭和１７年 

１点  ５，６００円 

資料 5 
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17 
『中学時代一年生』昭和 33 年
11 月号 
※杉浦忠関係資料 

旺文社／昭和 33 年 
１点 ２，９１０円 

合  計 17 点 ４８５，９５５円 

 
 
【民芸館】 
 作品名 作者・購入元／年代等 点数 購入価格 

１ 打掛一斗五升甕 

坂本 拓麿（小鹿田焼
民 藝 協 会 出 品 ） ／
2022 年度日本民藝館
展 日本民藝協会賞 

１点 ７０，４００円 

２ 口紅大鉢 六平／2022 年度日本
民藝館展 入選 

１点 ４９，５００円 

３ 胡桃手提げ籠 
上村 健三／2022 年
度日本民藝館展 奨励
賞 

１点 ６３，８００円 

４ 山ぶどう手提げ籠 
上村 健三／2022 年
度日本民藝館展 入選 

１点 ７４，８００円 

合  計 ４点 ２５８，５００円 
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（参考） 
【郷土資料館】 

 
 
 
 
 

 

 
 
【民芸館】 
  
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

8 公訴荷之口一條記写本４冊揃 
・小出権右衛門 
・弘化２年 

2 岸田吟香年賀状 ※岸田吟香関係資料 
  ・岸田吟香 

・明治 13 年 

１ 打掛一斗五升甕 
・坂本 拓麿（小鹿田焼民藝協会出品）（大分県） 
・2022 年度 日本民藝館展 日本民藝協会賞 

２ 口紅大鉢 
・六平（佐賀県） 
・2021 年度 日本民藝館展 入選 

３ 胡桃手提げ籠 
・上村 健三（新潟県） 
・2022 年度 日本民藝館展 奨励賞 

4 山ぶどう手提げ籠 
・上村 健三（新潟県） 
・2022 年度 日本民藝館展 入選 
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報告（２） 資料 ６ 

豊田市「綾渡の夜念仏と盆踊」保存活用推進協議会の設立について 
 
１ 設立の目的 
  ユネスコ無形文化遺産に登録された「綾渡の夜念仏と盆踊」を後世に伝えるため、保存

継承活動を地域総がかりで支援し、まちづくりや地域活性化につなげることを目的とする。 
 
２ 協議会が行う事業 

（１）担い手の育成に関すること。 
（２）情報発信、普及啓発に関すること。 
（３）調査研究に関すること。 
（４）公開のための環境整備に関すること。 
（５）行事を通じたまちづくり（地域活性化等の計画）の評価及び検証に関すること。 
（６）その他協議会の目的を達成するために必要なこと。 
 

３ ユネスコ無形文化遺産の登録によって生じる環境変化 
・祭礼行事当日の来訪者増加による諸問題… 雑踏整理、交通手段、道路規制等 
・祭礼行事が安全に行われるための環境整備…敷地内の支障枝伐採 

 
４ 取組 
 （１）祭礼行事当日の安全確保 …交通規制、誘導、臨時駐車場、シャトルバス運行 
 （２）市民、観光客への理解活動 …盆踊りの練習による体験、当日の動画配信 
 （３）関係団体等による活動への支援…まちなかでの PR、小中学校と連携した取組 
 
５ 行事が継承されるための共通理解 

（１）過度な情報発信や振興事業で保存会の活動を妨げないこと 
 （２）行事継承（保存会の活動）のための方策を地域総がかりで取組むこと 
    
６ 関係図（イメージ） 

観光協会 

商工会 
地元商店 

地区区 会 
足助支所 

事務局 文化財課 

NPO 団体 

ツーリズムとよた 

運 事業者 
応援したい人（寄附） 

参加したい人 

平 勝 寺 保存会 交流館 

活動者（個人） 

協 議 会 

作業部会 

安全確保

理解活動

事業・活動

小中高校（教育機関） 
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豊田市「綾渡の夜念仏と盆踊」保存活用推進協議会の組織 

作業部会は、協議会メンバーとオブザーバーで構成される。 
 

豊田市「綾渡の夜念仏と盆踊」保存活用推進協議会
綾渡夜念仏と盆踊り保存会、足助観光協会、足助商工会、足助地区区⾧会、豊田市役所地域振興部足助支所

事務局 豊田市役所生涯活躍部美術・博物室文化財課

オブザーバー
平勝寺

足助交流館
（一社）ツーリズムとよた

作業部会
綾渡夜念仏と盆踊り保存会、足助観光協会、足助商工会、足助地区区⾧会、豊田市役所
地域振興部足助支所、平勝寺、足助交流館、（一社）ツーリズムとよた、参加希望者、
豊田市役所生涯活躍部美術・博物室文化財課

顧問
鈴木 章

（豊田市市議会議員）
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報告（３） 資料 7 
 

 
 

今後の文化財保護審議会と博物館事業の関りについて 
 
１ 開館と最初の企画展開催スケジュール 

①博物館開館     （当初）令和６年１月末⇒（変更案）令和６年４月 
②最初の展覧会    変更なし 令和６年１０月 
※建築工事の工期遅延（地下埋設物の処分等）の影響を受け、開館を後ろ倒しする。 
※従来①を「部分（一部）開館」、②を全面開館と表現してきたが、上記表現に統一 

 
２ 令和５・６年度の予定 
＜令和５年度＞６月 ６月議会 博物館条例・民芸館条例提出 

７月 市民・企業パートナーの応募開始 
１１月 建物引渡し／建物内備品等設置 

博物館での業務開始（博物館準備課） 
       ３月 工事完了 
＜令和６年度＞４月 開館（=条例施行日）－上記１① 
          博物館での博学連携事業開始／建物内備品等設置 

１０月 第１回企画展（ １２月）←当初予定から変更なし－上記１② 
１月 第２回企画展（ ２月） ←当初予定から変更なし 

 
３  今後の文化財保護審議会と博物館事業の関りについて 
 ・博物館と民芸館は、令和５年６月議会にそれぞれ施設条例を提出。令和６年４ 

月に博物館が開館する予定。 
 ・このため、博物館と民芸館に関わる事業は、博物館法第２３条で位置づけられ、 

新たに条例で定める「博物館・民芸館運営協議会」へ付議・報告する。 
 ・また、博物館で収蔵する指定文化財の保存や活用に関する事項（文化財保護法 

第１９０条における地方文化財保護審議会に関する内容／豊田市文化財保護条 
例第３４条における文化財保護審議会に関する内容）については、文化財保護審 
議会に付議・報告する。 

 ・博物館・民芸館運営協議会の委員については、博物館法および条例で位置づけら 
れる「学校教育の関係者」「社会教育の関係者」「家庭教育の向上に資する活動を 
行う者」に加え、「学識経験者」として、文化財保護審議会の委員でもある、地域 
の歴史に関連する方（１名／例えば考古・歴史・美術・民俗 等）、民芸に関連す 
る方（１名）に参画していただきたい考え。 

 ・現在実施している旧平岩家住宅移築工事などについては、今後も文化財保護審議 
会にご指導、ご教示いただきながら、事業を進めていきたい。 
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